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ると考え、多くの人に見ていただき、共に考える材料とした
いと思います。広く拡散下さい） 



1995年に山下俊一氏、長瀧重信氏らが共同著者となった論
文がThyroidという医学雑誌に発表されています。 
 
これは、事故時10才以下だったチェルノブイリ周辺の約5万
人の子どもたちを対象に、事故から5～7年後に甲状腺超音
波検査を行った結果を報告したものです。 
 
径5ミリ超の甲状腺病変を超音波検査で検出し、穿刺細胞診
検査などで確定診断を行った結果、 
 

１万４千人に１人の甲状腺がんが発見されました。高汚染地
域では４千5百人に1人見つかりました。 



ところで、今回、福島県の健康管理調査で、18才以下の子ど
もたち3万8千人の甲状腺件超音波検査で、3名の甲状腺が
んが発見されました。 
 
しかもこのほかに甲状腺がんの疑いのある子どもさんが7名
おられるということです。 
 
原発事故から2年も経たないうちに、チェルノブイリ事故の数

年後と同じかそれ以上の率で甲状腺がんが福島の子どもた
ちに発生している可能性があると考えざるを得ない結果です。 
 

ちなみに、山下氏らの調査が行われたのは、小児甲状腺が
んの激増が明らかになった時期です。 



http://www.rri.kyoto-u.ac.jp/NSRG/seminar/No91/Malko_comments.pdf 
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Screening by ultrasound examination and fine-needle aspiration cytological biopsy 

(FNA) was conducted in five regions in Belarus, Ukraine, and Russia to investigate the 

prevalence of childhood thyroid diseases around Chernobyl. Gomel, Zhitomir, Kiev, 

and the western area of Bryansk are the administrative regions where severe 

radioactive contamination occurred. The subjects from Mogilev, where contamination 

was relatively low, served as controls. Among 55,054 subjects (26,406 boys and 

28,648 girls), the prevalence of ultrasonographic thyroid abnormalities such as nodule, 

cyst, and abnormal echogenity was significantly higher in the regions with severe 

contamination than in Mogilev. Of the 1,396 children showing echographic thyroid 

abnormalities 197 were selected for FNA, and a sample was successfully obtained for 

diagnosis from 171 (51 boys and 120 girls) of the 197 subjects. The aspirate was 

insufficient for diagnosis in the remaining 26 subjects. Thyroid cancer was 

encountered in four children (2.3%) from the contaminated regions, two children being 

from Gomel. The other thyroid diseases were follicular neoplasm, 6.4%; adenomatous 

goiter, 18.7%; chronic thyroiditis, 31.0%; and cyst, 24.0%, suggesting that a major 

cause of thyroid nodularity is nonneoplastic changes, mainly chronic thyroiditis and 

cysts. These results will serve as an important data base for further analyses and 

suggest that childhood thyroid diseases, including both neoplasms and immunological 

disorders, are consequences of radioactive fallout. PMID: 8563473 

論文の要約 
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図を参考にさせていただきました 

調査地域 



地域 汚染度 検査人数 甲状腺がん 

モギレフ やや低 12,285名 0名 

ゴメリ 高 8,949名 2名 

ブリヤンスク 低 12,147名 0名 

キエフ 低 10,578名 1名 

ジトミル 低 11,095名 1名 

合計 55,054名 4名 

小児甲状腺がんが1万人当り0.7人（13,763人に
1人）発見された。高汚染地域のゴメリでは4千5
百人に1人が甲状腺癌がんだった。 

事故時0～10才だったチェルノブイリ周辺の子どもたちに、事故か
ら5～7年目に詳しい甲状腺超音波検査を行った山下チームの調
査結果 



新たに２人が甲状腺がん 福島の18歳以下  
2013/2/13 13:01  
 

東京電力福島第１原発事故による放射線の影響を調べている福島県の県民
健康管理調査の検討委員会が13日、福島市内で開かれ、18歳以下の２人が

新たに甲状腺がんと確定したと報告された。昨年９月に判明の１人と合わせ、
３人となった。 

福島県立医大の鈴木真一教授は「甲状腺がんは最短で４～５年で発見という
のがチェルノブイリの知見。今の調査はもともとあった甲状腺がんを把握して
いる」と述べ、同原発事故による放射線の影響を否定した。 

 ３人のほかに７人ががんの疑いがあるとして、県立医大が検査を続けている。
甲状腺検査は震災当時18歳以下が対象。2011年度に１次検査を約３万８千人
を対象に実施した。 
２次検査で細胞検査が必要とした76人のうち、10人にがんの疑いがあるとされ、
このうち３人が甲状腺がんと判明した。〔共同〕 

福島の18才以下の子ども3万8千人中3名が甲状腺がん、さらに7
名が疑いあり 

↓ 
1万3千人に1人＝数年後のチェルノブイリと同じかそれを上回る
恐れあり（疑い例ががんだったなら3千8百人に1人） 

http://www.nikkei.com/


福島の子どもたちの健康が本当に心配です。 

放射線の被害を防ぐために、共に考え、共に行

動しましょう。 


